
奪雛藷蕃難羨　　　箪奮1

黍薯巽鋳李垂編　虎貞　　　　‘　禽
等鍵JiEし加だあ
大質斯て＾微り　 治
正せ体酸て細、
十ざを性裡な英　　＿　＿
一ム吸厘和る國　郎二
年を着懸す粒産
度以すをる子尉
にてる塁もの巳
於嵩性ず“餓w



　　　　　　　　　　　　月　 も操綱1！t　　　害て

　穫，。四三一嘩苦繕躾纒難
　白　　　　　　　・乃料露速め黄る　　し土

も笙難號號號分灘難謬義

　　　　繭　　　　　　　　て　白却、に　　す行
　　醗叢　　　　茨壷烹讐数　゜宅
　　　　　．　　　　　　に　業u”用す　　 從

　　　　　　　　　　同　　示　肚き意る　　as

　　　　　　　　　　　　　よ　　入なはに　　　 ・け

　　　　重同　　　　　　り　年る亜し　　至
　　＿』、上　1　　　　　大　九を鉛て　　　櫓

　　　　　　　　　　　　　露　 せ上入の　　　の
　　　　　　　　　　　　　六　 るのれ騰　　　弊



　　　　　　　　　　　に殺
第第第里一舞第第篁饗羅　罰
ご～麗 ?j義藏醗塑皇　照
一一 @　 晴爾　　　　 試左於の　　　瞬
號號號分

　　　　　　ご大爾　　　る實
　　　　『　せ宇後　　　所験
　　　　　　るの繁　　　　、は
　　　吸　　　も繭殖　　　第他　　＿
ヘミ雲灘　灘縷　毫1｛　歯毛甜吾
七一一量　　死生横　　　燥待　　　．
　　　　　　せをな　　　試つ
　　　　　　b受し　　　験一ミ

皇蹴躍　暫　　聾讐
　　　　　　に　　　　　時於
　　　　　　繭　　　　　のて　　　　　＿
　　　　　　警　　撫　””事難
　　　　　　寄　　　　　をに
　　　　　　生　　　　　知第
　　　　　　を　　　　　　る一



　　　　　　　　　七　　　．　以

墨謬揮羅篶蠣舗鱗鱗愚・

…號　號分
g韓鞭羅熊四三二：．flT；四

　　　　　　　　　にに開依於剣含號號　號號状興
　　　　　　　　繭枚開牧封るてεす　　　　態鋤
歪≡誘慮禦縫難怨鞭鞭婁欝

δ二丙二二二：票羅毒嚢縫ll難゜1

　六三五“pt‘’三六縄の霧臨灘蓋孝欝

　骨　　 増誓姦肥砦博養讐健

　　　　　一＿。酸馨鵠羅麟雛゜
…rl難嚢篁暑璽饗糞1魏

　　　　　　　　　　i表ε　もな灼　 甚　　も叢華

難重難難鵬讐饗羅匂駄

k｝難器諜姦1｝，塵繋　1

　く撃り近し害†こ　　経　 けO　　　　 て

　す肇　す唆　 ±　　　　　象
　　琴　　．美　月



〃・・一・
�鴻jニ∵二鉾蕪

三ひ四三L－一一・

　　　　　　　　分る懸の　　　　　　　　繰
　號號號號號號號　生こ）結　　　　　　繭綜
　　　　　　　　　締よ果＿＿＿＿＿＿＿重成　　・
　　　　　　　　　検りに実三盟＝三宍芸量績　IV
　　　　　　　　　査も依　　　　　　　　左
　，　　略慧腿晃。熱ズ穴煮銘繰
三一一二畔購纏黙燕塁魁熱

　　　　　　　　　繍皇　能　　　鹸
　　　　　　　　　果縮に　　　　　時煮　及

茜：6三き

　　　　　　　　塾゜1聖・　1欝緯

蒙1蕪茎軍齢聖翌蜜豊畷窩　・
　　　　　　　瓦ル　　　に　　　　　　　　瓢切
　　　　　　　　　　　を三九三コδ譲雛　・

　　　　　　　　　　　煮　　　　　一雛寸
　　　　　　　　伸　　繭　　　　　　中生、　・

芙；天；；謹1碁秦碁藁鑓．乗

　　　　　　．　　　　　温
　　　　　　　　　　　転嚢蟻螺

　　　　　　　　　　　殊
　　　　　　　　　　　に　　　　　　　　　生蝋
　　　　　　　　　　　遡藤奮肇塁窒欝

　　　　　　　　　　　随　　　　　　．



　　近不　認温燥　　　　　　　　　　力
贅駄饗灘　最すし撫縫麗

　夫で損製　のの叙　　 て來るが性の性の多槍

　軌結購賛総驚撃難婁婿　1
　ををの色ざよ　り温全ざ號冤し　酸
　使以殺をるり　こ爲う極のるた　牲
　用　て蜻　損繭し　　の8し限徹゜る　　由

　M　備な　く用を　　得曽　結は　せ　　燥
　讐齢滋孕　゜襲芒蓉ぎ　蓋

　嚢垂諄籔器諜　繕1膣墜高　賛
　璽歳勢螺鵬　 詣皇舗簿　叢
　且質法量をふ1　色のの乾　慨　資の宜豊達二　 を量含燥　加　を　損し　寓しざ　　　筈　を水　ご　　勢
　勢奪髪憲響縞　長擁書馨　擬
　し　ら得　亦の難　　　味　す甥　こ　　に

発讐舘搬蕊　篁嘉幽嘉　を
　な　雀は　強℃v　　　も　中土　封　　臼
　ら　1み徽　伸茄殺　　　　’　途の　腿　　色
　す　キ害・力熟蜥　　　酸　に量　嚥　　を
o繭　無の　大乾繭　　　性　於稽　 8　　量

　蕪券窃購盈　
　の　にに　を高乾　　　を　換り　燥　　強



巴乙巴る國こ　も勿獄し　　鳳
　　　あ讐溜罐究添　　浸
麟麟義鋳力藷典雛　　酸
讐攣糠て蹴講　　鰐
昌昌昌掌　藷慮讐踊　　化

　　　を　　甚聾し十　　　　　　　　　僅
　t　朋本　ごをて一本　　　　　　　余か
第第第か實　す圏行年實　　　　　　等の
　　　に験1α、ゑフた春験　　　　　　　は改
ニー一一しに　 所しも獄に　　　　　　　　幾良

随卿誘撃翻繋鞭　　　 教
　　　毯鵬奄麓縫　 冷　撒
（（ ﾄ倉た記期　 迄o國t　　　

：；M｝．s

@　　をつ

簾覆策　雛號　　法｛、を

庫　　差　藷繋盗饗　 験　
゜

三四三　記　　彦績及冷，
十rl－→一　試　　 1こも皐藏、

嗣晶盤　縷黙こ蒲　　ミ

　　　　讐　賑選生
　　　　援　轟康鋳　　　　 巻

　　　　た　鶴搬俊
　　　　る　　　ごるの目
　　　　も　　　　　　な　カ⊃　三三　白勺

　　　　の　るら椰ご興
　　　　を　　 をbをし　　　　　　　　　　tS
　　　蛾　　 得今材て
　　　1斑　　 ば夏料大
　　　別　　幸らご正

重て
ね良
此好
のの
日結
の果
近を
か得
らへ


